
情報は共有するとパワーアップする．生理学に

関する教材，まとめ，知識，実習・実 演マニュ

アル，哲学，切り口，意見，疑問などの情報を学

生さんと教員，臨床家と基 礎学者が共有し合う

ことにより，生理学の勉強効率はより良くなるは

ずである．しかし，自分の授業ノートを他の教員

に公開している教員は多数派であろうか？試験の

後，正解と採点を学生さんと討論し合うことは常

識であろうか？義務として情報をイヤイヤ共有す

るのではなく，相手からのフィードバックを求め

て能動的に情報を公開，共有する低姿勢，すなわ

ち「情報シェアリング」が有効であると思われる．

では，生理学会として，生理学教育に関する情

報シェアリングはどのように促進でき るであろ

うか？生理学会の末席に座らせていただいている

会員として，僭越ではあるが，OPINIONさせて

いただきたい．提言の結論はデジタル教材を研究

論文と同列に扱うことである．

1．デジタル教材の充実（方針）

従来の書籍などの教材と比べ，デジタル教材の

利点としては，新しい情報を発信する回転の速さ，

情報発信者から情報受信者までの伝達の速さ，コ

ピーの作りやすさ，閲覧のしやすさによる情報伝

達の浸透度の高さ，画像，音声，動画などat a

glance的情報の多彩さなどが列記される．デジ

タル教材が医学教育に重要な位置を占めるように

なることは疑いないであろう（How the Internet

will change the way we teach medicine; S. Uijt-

gehaage，昭和大学のホームページhttp://www.

showa-u.ac.jp/ ＞ 医学部 ＞ 医学部助講会 ＞ 昭

和医学会臨時例会）．生理学においてもデジタル

教材がますます充実する必要があると思われる．

2．デジタル教材の公募（手法1）

生理学知識の体系をデジタル化する方式のひと

つに分担方式が考えられる．各分野の専門家から

適任者を選出するのである．この方式は従来のや

り方であり，メリットも多い．しかし，デジタル

教材をやりとりするインターネットは，境界のな

い世界である．誰でも何でも発信できるメリット

を最大に生かそうとするなら，分担式ではなく，

公募式が適当と思われる．第一，分担しようとす

ると，頼まれた人も頼まれなかった人も「何で？」

と言い出す可能性があるため，人選だけで疲れて

しまう．生理学の体系をいろいろな人がいろいろ

な角度で眺めており，独自の表現が巷には多くあ

る．初めて学習する学生さんの「要するにこのよ

うに考えればいいんだな」などもどんどん集まる

ようなシステムが必須と思われる．デジタル教材

を公募することにより，生理学を初めて学習する

学生さんから名誉教授まで，あらゆるレベル，視

点からの情報シェアリングをお願いできるわけで

ある．

3．応募されたデジタル教材の審査（手法2）

応募教材は玉石混合であろう．科学的正確性，

デジタル技術のレベル，オリジナリティー，わか

りやすさ，学術的レベルなどを第3者の立場から

客観的に評価する必要がある．研究論文に関して

は，雑誌を中心に学会をあげた審査がなされてい

るではないか．投稿論文をレフリーが審査し，改

善のためのコメントを手弁当で進言しているので

ある．デジタル教材に同様のシステムがないこと
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の方が不思議ではないだろうか？

4．審査されたデジタル教材の公表（手法3）

ある一定のレベルを超えた教材を「生理学会認

定デジタル教材」として生理学会オフィシャルサ

イトからリンクし，日生誌に発表するのはいかが

であろうか？よく言われることであるが，教育に

関する仕事は「業績」になりにくいことは否定で

きない．しかし，学会に認定され雑誌に公表され

た教材ならば，

学会活動

1）生理学会認定デジタル教材作製：「一歩一歩

学ぶ心電図」Digital版，2000年10月4日バー

ジョン（http://edu.showa-u.ac.jp/physiol_

share/ECG/）日本生理誌 2000 vol 62, p 308

2）生理学会認定デジタル教材作製：「生理学質問

受付箱」（http://www.med.keio.ac.jp/̃amane/

question.htm）日本生理誌 2000 vol 62, p 308

などと個人個人の業績集に書けるではないか．

これは，すでに業績としてみとめられている書籍

にひけをとらないと思われる．書籍は一教員と一

出版社のみで世に出すことが可能である．公募・

審査・公表構想では，複数の生理学会員が首を縦

にふらなければ「生理学会認定デジタル教材」と

しての業績は達成されないわけである．

6．最後に

要するに，デジタル教材を研究論文と同列に扱

おうというわけである．このような構想を学会レ

ベルで実現している学会はほとんどないと思われ

る．

研究から得られた新知見を情報シェアリングし

ない生理学会員は一人としていない．「デジタル

教材を情報シェアリングしない生理学会員は一人

としていない」が成立したその日，学問としての

生理学，組織としての生理学会は21世紀を疾走

するにふさわしいアイデンティティーをますます

確立するのではないだろうか．

7．追伸

学術大会や各委員会などで上記構想を検討，討

論していただきたい一方，インターネット上での

公開討論の場として電子掲示板を用意した

（http://samba.physiol.med.keio.ac.jp/opinion/）．

生理学，医学教育に関心のある方なら，学生さん

から名誉教授まで，生理学会員も非会員も，どな

たでも匿名で書き込み可能である（もちろん，公

開も歓迎）．ご感想，ご意見を個人として，また

各委員会として述べていただき，具体的な行動計

画をみんなで練り上げていこうではないか．
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